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< 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 > 
 近年、新生児医療や救命救急医療の発展を背景として、重症心身障害児に対する医療・療
育の場では濃厚な医療的ケアを必要とする超重症児と呼ばれる子ども達が増加してきてい
る。同時に特別支援学校においても超重症児該当児童生徒（以下、「超重症児」とする）が
増加し、教育の立場から子どもの心理学的理解を深める方法や教育支援方略の開発が喫緊の
課題となっている。本論文は、このような現状認識を前提として、特別支援学校における超
重症児の指導の特徴と担当教師が抱える課題を明らかにするとともに、特に最重度脳機能障
害を有する超重症児の周囲との関係性を見出すための方略を検討することを目的としてい
る。 
 このため、本論文においてはまず全国の肢体不自由・病弱特別支援学校への調査を通して、
在籍する超重症児の脳機能障害程度と指導目標・内容について詳しい分析を行っている。ま
た、担当教師の指導における困難感の程度についても分析を行い、特に最重度脳機能障害を
有する子ども達の指導の特徴と課題を整理することに成功している。特別支援学校を対象と
するこのような詳細な分析を行った調査研究は国内外をみてもこれまでになく、本論文の優
れた点である。 
本論文はまた、特別支援学校における最重度脳機能障害を有する超重症児への指導におい
ては対象児の示す微弱微小な身体運動とモニターに表示される心拍数変動を手がかりとし
ていることが多いこと、および、教師による困難感が、働きかけに対する反応生起の不安定
さ等によることを踏まえ、超重症児 2事例を対象として、働きかけと子どもの変化（微弱微
小運動の発現や生理学的指標上の変化）との関連を見いだすためのかかわり手のあり方に関
する実践的検討を行なっている。この実践的検討においては、対象児のわずかな動きの発現
や心拍数変動の変化も見逃さないという基本姿勢のもとで行動指標や生理学的指標の詳細
な分析を行い、得られた結果から、子どもの周囲との関係性を見出すには、①１セッション
中における複数回の同じ働きかけに対する反応様相を１回ごと整理すること、②働きかけ前
の子どもの状態の違いに着目し反応の有無をみること、③働きかけの明確性を高める工夫を
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行うことが特に重要であることを見出している。最重度脳機能障害を有する超重症児に関す
る実証的教育研究は国内外をみても極めて少なく、本論文で得られた知見の学術的意義は非
常に大きいと評価できる。 
一方、本論文で取り上げた 2事例に対する実践的検討においては、働きかけに対して見ら
れた運動反応生起の推移や心拍数変動の変化について、定位反射理論等に基づいた解釈を試
みているが、その妥当性に関しては今後さらなる検討が必要である。さらに、重症心身障害
児医療に携わる医師との連携を深め、脳科学的手法等も活用しながら、微弱微小な運動発現
や心拍数変動の変化の意味を解明していくことが求められる。また、子どもと周囲との関係
性を見出すために提案された３つの視点については、特別支援学校教師らとの連携により、
その有効性を確認していくことが必要である。このように残された課題はあるものの、本論
文の斯学に対する貢献はきわめて大である。 
よって、本論文は博士（教育学）の学位論文として合格と認める。 
 
  
